
 

様式第１号 

  令和 2 年 6月 26日 

長野県知事 

阿 部 守 一 殿 

 

〔設置者の名称〕     学校法人成田会 

 

〔代表者の役職〕     理事長 成田 守夫        

 

 

大学等における修学の支援に関する法律第７条第１項の確認に係る申請書 

 

○申請者に関する情報 

大学等の名称 長野医療衛生専門学校 
大学等の種類 
（いずれかに○を付すこと） 

（大学・短期大学・高等専門学校・○専門学校） 

大学等の所在地 長野県上田市中央 2-13-27 

学長又は校長の氏名 二宮 晏 

設置者の名称 学校法人成田会 

設置者の主たる事務所の所在地 長野県上田市中央 2-13-27 

設置者の代表者の氏名 成田 守夫 
申請書を公表する予定のホーム

ページアドレス URL https://www.nagano-iryoueisei.ac.jp 

 
※ 以下のいずれかの□にレ点（☑）を付けて下さい。 
 
□ 確認申請 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第１項に基づき確

認申請書を提出します。 
 
☑ 更新確認申請 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第３項に基づき更

新確認申請書を提出します。 
 
 
※ 以下の事項を必ず確認の上、すべての□にレ点（☑）を付けて下さい。  
☑ この申請書（添付書類を含む。）の記載内容は、事実に相違ありません。 
 
☑ 確認を受けた大学等は、大学等における修学の支援に関する法律（以下「大

学等修学支援法」という。）に基づき、基準を満たす学生等を減免対象者とし

て認定し、その授業料及び入学金を減免する義務があることを承知していま

す。 
 
☑ 大学等が確認を取り消されたり、確認を辞退した場合も、減免対象者が卒業

するまでの間、その授業料等を減免する義務があることを承知しています。 
 
☑ この申請書に虚偽の記載をするなど、不正な行為をした場合には、確認を取



  

り消されたり、交付された減免費用の返還を命じられる場合があるとともに、

減免対象者が卒業するまでの間、自らが費用を負担して、その授業料等を減免

する義務があることを承知しています。 
 
☑ 申請する大学等及びその設置者は、大学等修学支援法第７条第２項第３号

及び第４号に該当します。 

 

○各様式の担当者名と連絡先一覧 
様式番号 所属部署・担当者名 電話番号 電子メールアドレス 

第１号 法人事務局・藤井彰 0268-23-3800 
a-fujii@nagano-

iryoueisei.ac.jp 

第２号の１ 総務・中村清子 0268-23-3800 
n-kiyoko@nagano-

iryoueisei.ac.jp 

第２号の２ 総務・中村清子 0268-23-3800 
n-kiyoko@nagano-

iryoueisei.ac.jp 

第２号の３ 総務・中村清子 0268-23-3800 
n-kiyoko@nagano-

iryoueisei.ac.jp 

第２号の４ 総務・中村清子 0268-23-3800 
n-kiyoko@nagano-

iryoueisei.ac.jp 

 

○添付書類 
 
※ 以下の事項を必ず確認し、必要な書類の□にレ点（☑）を付けた上で、これ

らの書類を添付してください。（設置者の法人類型ごとに添付する資料が異な

ることに注意してください。） 
 
「⑴ 実務経験のある教員等による授業科目の配置」関係 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の一覧表《省令で定める単位数等の

基準数相当分》 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定

める単位数等の基準数相当分》 
 
「⑵ -①学外者である理事の複数配置」関係 
 
☑ 《一部の設置者のみ》大学等の設置者の理事（役員） 

 

「⑶ -②外部の意見を反映することができる組織への外部人材の複数配置」関係  
□ 《一部の設置者のみ》大学等の教育について外部人材の意見を反映すること

ができる組織に関する規程とその構成員の名簿…学校関係者評価委員会 
 
「⑷ 厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表」関係 
 
☑ 客観的な指標に基づく成績の分布状況を示す資料 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定

める単位数等の基準数相当分》【再掲】 
 
その他 
 



  

☑ 《私立学校のみ》経営要件を満たすことを示す資料 
 
☑ 確認申請を行う年度において設置している学部等の一覧…学則 



  

（添付書類）経営要件を満たすことを示す資料 
学校名 長野医療衛生専門学校 
設置者名 学校法人成田会 

 

 

Ⅰ 直前３年度の決算の事業活動収支計算書における「経常収支差額」の状況 
 経常収入(A) 経常支出(B) 差額(A)-(B) 

申請前年度の決算 309,674,736円 305,803,049円 3,871,687円 

申請２年度前の決算 302,008,553円 316,345,630円 -14,337,077円 

申請３年度前の決算 325,209,581円 309,688,412円 15,521,169円 

 

 

Ⅱ 直前の決算の貸借対照表における「運用資産－外部負債」の状況 
 運用資産(C) 外部負債(D) 差額(C)-(D) 

申請前年度の決算 190,410,028円 8,069,600円 182,340,428円 

 

 

Ⅲ 申請校の直近３年度の収容定員充足率の状況 
 収容定員(E) 在学生等の数(F) 収容定員充足率

(F)/(E) 

今年度（申請年度） 249人 147人 59％ 

前年度 249人 130人 52％ 

前々年度 249人 134人 53％ 

 

 

（Ⅱの補足資料）「運用資産」又は「外部負債」として計上した勘定科目一覧 
 

○「運用資産」に計上した勘定科目 

勘定科目の

名称 

資産の内容 申請前年度の決算に

おける金額 

  円 

  円 

  円 

 

○「外部負債」に計上した勘定科目 

勘定科目の

名称 

負債の内容 申請前年度の決算に

おける金額 

  円 

  円 

  円 

 

 

 

 

 

備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。 



  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 長野医療衛生専門学校 
設置者名 学校法人成田会 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

医療職業実践専

門課程 
歯科衛生士学科 

夜 ・

通信 
2,910時間 240時間  

医療職業実践専

門課程 
言語聴覚士学科 

夜 ・

通信 
1,230時間 320時間  

医療職業実践専

門課程 
音楽療法士学科 

夜 ・

通信 
630時間 240時間  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
ホームページ https://nagano-iryoueisei.ac.jp/medical/disclose 

「歯科衛生士学科」、「言語聴覚士学科」、「音楽療法士学科」 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名 

（困難である理由） 

 

  

https://nagano-iryoueisei.ac.jp/medical/disclose


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 長野医療衛生専門学校 

設置者名 学校法人成田会 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
役員名簿 

 https://nagano-iryoueisei.ac.jp/medical/disclose 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 弁護士 

2019.2.20 

～

2023.2.19 

法令遵守に関する

チェック機能 

非常勤 歯科医師 

2019.2.20 

～

2023.2.19 

学校運営に関する

医療専門家として

のチェック機能 

非常勤 会社社長 

2019.2.20 

～

2023.2.19 

法人経営に関する

チェック機能 

（備考） 

 

  

https://nagano-iryoueisei.ac.jp/medical/disclose


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 長野医療衛生専門学校 

設置者名 学校法人成田会 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画の作成・公表に係る取組の概要） 

 

○シラバスの作成過程(プロセス) 

・各学科、養成所規程に則り授業計画を作成する。 

 歯科衛生士学科は、歯科衛生士学校養成所指定規程に則る。 

言語聴覚士学科は、言語聴覚士学校養成所指定規程に則る。 

音楽療法士学科は、日本音楽療法学会が定める「カリキュラムに関するガイド

ライン 1-1」に則る。 

 

・教育課程編成委員会で、授業計画を確認。 

規程に合わせて、年度の授業計画に反映させる。 

 

・教育課程編成委員会の合意を経て、学科長が全教員に、シラバス作成を依頼 

          

・全教員が各学科にシラバスを提出。 

 

・学科でシラバスを点検して、記載事項に不備のあるシラバスの再提出を学科

長が依頼。 

 

・該当教員が学科に、シラバスを再提出。 

 

・教育課程編成委員会が、シラバスを再点検。 

  ○シラバス作成時期  10月下旬から 2月末日まで 

  ○シラバス公表時期  4月１日 
 

授業計画書の公表方法 
https://nagano-iryoueisei.ac.jp/medical/disclose 

「歯科衛生士学科」、「言語聴覚士学科」、「音楽療法士学科」 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 

https://nagano-iryoueisei.ac.jp/medical/disclose


  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

成績の評価及び履修認定に関する規程は次のとおり。 

 

 長野医療衛生専門学校 学則・第４章・第 23条に授業科目履修の

認定について記載 

 

（授業科目履修の認定） 

  第 23条 授業科目の履修に関しては、授業時間数の３分の２以上出

席し、試験に合格した者に、所定の単位を与える。ただし

平素の学習状況又は論文等をもって試験に代えることが

できる。 

     ２ 試験の成績の評価は、秀、優、良、可又は不可とし、秀、

優、良及び可を合格とする。 

     ３ 前項の秀は 90 点、優は 80 点、良は 70 点、可は 60 点割

を基準とし、総合的な評価を行なう。 

 

以上のように、学則に記載されており、各学年の学修成果に基づき、

あらかじめ設定した成績評価の方法・基準により、厳格かつ適正に

単位授与及び履修認定を実施している。 

 

 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 



  

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

 GPA等の客観的な指標の具体的な内容 

 

１ 成績評価の適切な取組の概要 
 

本校の成績評価に関しては、担当教員(評価者)が、授業ごとにシラ

バスにて評価基準をあらかじめ明示して客観的な成績評価に努め

ている。学生には学生要覧を配布して周知し、HP 上でも公開して

いる。 

 

成績評価については、「秀(90点)、優(80点)、良(70点)、可(60

点)、不可」の５段階で評価し、可以上で合格となる。また，GP

（Grade Point）としては、「秀は4.0、優は3.0、良は2.0、可は

1.0、不可は0.0」とする。 

 

 

GPA算出式 
         GPA＝(A          （履修科目の単位数×ポイント）の合計 
 

            履修した講義の総単位数 
 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

学校要覧  

https://nagano-

iryoueisei.ac.jp/medical/about/catalogue 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 

ＧＰＡ＝  
 

https://nagano-iryoueisei.ac.jp/medical/about/catalogue
https://nagano-iryoueisei.ac.jp/medical/about/catalogue


  

○卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要 

本校では、以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位数を取得した学生は

卒業が認定される。 

 

Ⅰディプロマポリシー（卒業認定・称号授与の方針） 

本学が定める単位を修得し卒業が認められ、歯科衛生・言語聴覚・音楽療法の

基盤となる優れた専門性をもち、臨床現場で創造的に実践する確かな技術力や、

思いやりの心をもつ豊かな人間性を備えたと認められる者に、専門士及び高度

専門士の称号を授与します。 

（卒業時に取得できる資格） 

卒業に必要な単位を修得することで、下記の国家試験・学会試験の受験資格が

得られます。 

・歯科衛生士国家試験受験資格 

・言語聴覚士国家試験受験資格 

・日本音楽療法学会認定音楽療法士（補）資格試験受験資格 

 

Ⅱカリキュラムポリシー（教育課程編成とその運用の方針） 

① 本学は、医療・福祉に携わる者として、優れた専門性と豊かな人間性を兼ね

備えた学生を育成することを教育理念とし、学科の教育上の目的を達成する

ために必要な授業科目や臨床実習を開設し、体系的な教育課程を編成しま

す。 

② 本学が設置する学科は、それぞれの専門分野に関する高度な知識及び技術を

教授・研究し、歯科医院や病院、医療関係施設等の実習施設と連携した教育

課程の編成を行うことにより、医療人として受容的な態度をもち、適切な技

術と患者様ひとりひとりのニーズを理解し支援できる優れた専門士及び高

度専門士を育成します。 

 

Ⅲアドミッションポリシー（入学者受け入れの方針） 

 本学は、優れた専門性と豊かな人間性を兼ね備えた学生を育成することを教

育目標としており、次のような素養を備えた学生を求めています。 

（求める学生像） 

① 医療・福祉分野に関する専門的な知識や技術を修得するために、自発的・意欲

的に学び、専門職としての役割を果たそうとする明確な目的意識をもっている

者 

 

② 積極的に社会に関わり、様々な立場の人に対して個性を尊重し、興味・関心

を持って温かく接することのできる高い倫理観を持っている者 

 

③ 日々、進歩する医療・福祉分野に適用していくために、自ら進んで課題を探求

し、柔軟な思考力と判断力で解決しようとするチャレンジ精神をもっている者 

 
卒業の認定に関する方針や学生の修得単位を踏まえ、卒業を認定してい

る。 
 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
学則 

https://nagano-iryoueisei.ac.jp/medical/disclose 



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 長野医療衛生専門学校 

設置者名 学校法人成田会 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
貸借対照表  

https://nagano-iryoueisei.ac.jp/medical/disclose 

収支計算書又は損益計算書 
資金収支計算書 

https://nagano-iryoueisei.ac.jp/medical/disclose 

財産目録 
固定資産明細表 

https://nagano-iryoueisei.ac.jp/medical/disclose 

事業報告書 
事業報告書 

https://nagano-iryoueisei.ac.jp/medical/disclose 

監事による監査報告（書） 
監査報告書 

https://nagano-iryoueisei.ac.jp/medical/disclose 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 
医療職業実践

専門課程 
歯科衛生士学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 昼 

3,120 

／時間 

 

1,920 

時間 

 

0時間 

1,200 

時間 0時間 0時間 

158単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

84人 60人 0人 4人 29人 33人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 歯科衛生士学校養成所指定規則に則り、授業計画を作成している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

秀 90点、優 80点、良 70点、可 60点、不可 60点未満を基準とし、総合的な評価を

行う。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

試験の成績、実習の評価、出欠席状況等について評価し総合的に判断する。 

学修支援等 

（概要） 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 11人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

9人 

（  81.8％） 

2人 

（  18.2％） 

（主な就職、業界等） 

 病院（歯科）、診療所（歯科） 

（就職指導内容） 

 歯科・医療業界に対する知見を深めるセミナーの開催 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 歯科衛生士（国家資格）の取得 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  47人 2人  4.3％ 

（中途退学の主な理由） 

 進路変更、体調不良 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

個別面談・三者面談の実施、学生支援委員会の開催 

 



  

  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 
医療職業実践

専門課程 
言語聴覚士学科  ○ 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

4年 昼 4,130 

／時間 

2,790 

時間 

660 

時間 

680 

時間 0時間 0時間 

132単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 69人 0人 6人 18人 24人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 言語聴覚士学校養成所指定規則に則り、授業計画を作成している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

秀 90点、優 80点、良 70点、可 60点、不可 60点未満を基準とし、総合的な評価を

行う。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

試験の成績、実習の評価、出欠席状況等について評価し総合的に判断する。 

学修支援等 

（概要） 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 9人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

5人 

（55.6％） 

4人 

（44.4％） 

（主な就職、業界等） 

 医療機関 

（就職指導内容） 

 職場見学・斡旋・就職説明会開催、求人開示、相談面接 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 言語聴覚士（国家資格） 

（備考）（任意記載事項） 

 



  

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  66人 8人  12.1％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

個別面談・三者面談の実施、学生支援委員会の開催 

 

  



  

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 
医療職業実践

専門課程 
音楽療法士学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 

 

 

昼 

3,180 

／時間 

1,330 

時間 

90 

時間 

220 

時間 0時間 

1,540 

時間 

128単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

45人 18人 0人 3人 9人 12人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 日本音楽療法士学会が定める「カリキュラムに関するガイドライン 1-1」に則り、

授業計画を作成している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

秀 90点、優 80点、良 70点、可 60点、不可 60点未満を基準とし、総合的な評価を

行う。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

試験の成績、実習の評価、出欠席状況等について評価し総合的に判断する。 

学修支援等 

（概要） 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 5人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

5人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

（主な就職、業界等） 

 障害福祉施設、病院、児童発達支援センター、高齢者施設、グループホーム等 

（就職指導内容） 

キャリア・デザインの授業の中で就活設計、履歴書の書き方、試験・面接対策指導

等を行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 音楽療法士（日本音楽療法学会認定資格）、介護職員初任者研修の取得 

（備考）（任意記載事項） 

 



  

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  17人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

個別面談・三者面談の実施、学生支援委員会の開催 

 

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

歯科衛生

士学科  
200,000 円 450,000円 200,000円 実習費・施設設備費 

言語聴覚

士学科  
200,000 円 750,000円 400,000円 実習費・施設設備費 

音楽療法

士学科   
200,000 円 600,000円 350,000円 実習費・施設設備費 

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://nagano-iryoueisei.ac.jp/medical/disclose 自己点検報告書 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

「主な評価項目」 
文部科学省「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、教育理念・目標、学

校運営、教育目標、学修成果、学生支援、教育環境、学生募集、財務、法令等の厳守、

社会貢献、地域貢献について評価を受ける。 

 

「評価委員の構成」 
本委員会の委員は次に掲げる各号の者をもって組織する。 

  （１） 歯科衛生士有識者       １名 

     （２） 言語聴覚士有識者       １名 

    （３） 音楽療法士有識者       １名 

  （４） 商工会議所          １名 

 （５） 地域高等学校長        １名 

（６） 地域大学           １名 

  （７） 地域自治会長         １名 

  （８） その他学校長が必要と認めた者  

本委員会には長野医療衛生専門学校 教職員（学校長・各学科長・事務局職員等）も参加

する。 

https://nagano-iryoueisei.ac.jp/medical/disclose


  

「評価結果の活用方法」 
本委員会で協議された内容は教員会等で報告し、教育活動と学校運営の改善・工夫に努

める。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

歯科衛生士有識者 2020.4.1～2021.3.31 
専門分野に関する関

係者 

言語聴覚士有識者 2020.4.1～2021.3.31 
専門分野に関する関

係者 

音楽療法士有識者 2020.4.1～2021.3.31 
専門分野に関する関

係者 

商工会議所 2020.4.1～2021.3.31 地域経済界代表 

地元高等学校校 2020.4.1～2021.3.31 地域高校代表 

地元大学 2020.4.1～2021.3.31 地域大学代表 

地元自治会 2020.4.1～2021.3.31 地元住民代表 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

自己点検報告書 
https://nagano-iryoueisei.ac.jp/medical/disclose   

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

学校法人成田会 長野医療衛生専門学校 

https://www.nagano-iryoueisei.ac.jp 

 

 

https://www.nagano-iryoueisei.ac.jp/

